
高次脳機能障害とは、病気や交通事故など、様々な原因によって脳に損傷を
きたしたために生じる、言語能力や記憶能力、思考能力、空間認知能力など
の認知機能や精神機能の障害を指します。

　ここで紹介している情報がすべての高次脳機能障害のある方にあてはまるわけではありません。相手の目線に

立ち、個々の障害の状況に合わせて接することが大切です。「その人」の理解は、障害のあるなしに関わらず、

お互いに一人の人間としてつきあう中で育まれるものではないでしょうか。

記憶障害

社会的行動障害

注意障害

半側空間無視

遂行機能障害
•病気やケガの前のこと
　はよく覚えているが、
　新しいできごとを覚え
　られない

•感情や欲求のコントロール
　ができない
•些細なことで怒りやすい
•意欲がわかない

•集中力が続かない
•気が散りやすい
•複数のことを同時に
　できない

•片側の空間にある人や物、
　文章を見落としてしまう

•計画を立てられない
•段取りよく、家事や仕事等
　を進められない

•話を理解できない
•話そうとしても言葉が出て
　こない
•文字を読めない、書けない

失語症

○低酸素脳症 ( 一酸化炭素中毒、心肺停止蘇生後 )
○脳腫瘍、脳炎、脳症

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shisetsu/jigyosyo/shinsho/kojino

令和７年７月

記憶や注意、遂行機能、社会的行動の障害があるとき

発達期（18才未満）に受傷した場合

手足のまひや言語、視野の障害があるとき

脳の損傷に
よる後遺症




